
作
木
町
自
治
連
合
会
で
は
、

毎
年
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
の
改
善
に
つ
い
て
三
次
市

へ
要
望
を
し
て
い
ま
す
。

11
月
５
日
（
金
）
福
岡
市
長

へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
内
容
は
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
関
連
し
た
次
の
８

項
目
で
す
。

・
人
口
増
と
定
住
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
町
民
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

・
防
災
対
策

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

・
荒
廃
農
地
に
対
す
る
施
策

・
県
道
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

・
持
続
可
能
な
生
活
交
通
体
系

10
月
29
日
（
金
）
文
化
セ
ン

タ
ー
さ
く
ぎ
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し

て
参
加
者
数
を
限
定
し
た
会
と

な
り
ま
し
た
。

作
木
会
場
で
は
、
自
治
連
理

事
と
自
主
防
災
会
役
員
と
事
務

局
の
５
名
が
参
加
し
、
市
長
、

副
市
長
と
危
機
管
理
監
、
作
木

支
所
長
の
４
名
と
一
緒
に
「
地

域
の
防
災
に
つ
い
て
」
「
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
」

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
連
で
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
５
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
取

組
内
容
と
年
次
計
画
を
作
成
し

ま
す
。

現
在
、
16
事
業
を
「
行
事
」

「
定
住
」
「
防
災
」
の
３
つ
に

分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
治
連

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
む
ら
さ
く

ぎ
、
作
木
町
自
主
防
災
会
、
三

次
市
作
木
支
所
で
構
成
し
た
担

当
班
で
協
議
を
進
め
、
12
月
に

完
成
予
定
で
す
。

今
後
は
作
成
さ
れ
た
年
次
計

画
を
区
長
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

年
次
計
画
は
、
数
年
ご
と
に

そ
の
時
の
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
取
組

み
や
す
い
計
画
を
め
ざ
し
ま
す
。
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10
月
９
日
（
土
）
さ
く
ぎ
保

育
所
の
保
護
者
参
観
日
で
ミ
ニ

運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
園
児
は

ダ
ン
ス
や
、
か
け
っ
こ
な
ど
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
26
日
（
火
）
は

作
木
小
学
校
で
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
児
童
も
、
マ
ラ
ソ

ン
、
徒
競
走
、
ダ
ン
ス
、
一
輪

車
競
技
な
ど
練
習
の
成
果
を
保

護
者
の
方
々
に
披
露
し
ま
し
た
。

11
月
６
日
（
土
）
作
木
中
学

校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
保
護
者
が
見
守
る
中
、

１
年
生
の
筝
演
奏
、
２
・
３
年

生
合
同
の
神
楽
「
大
江
山
」
の

発
表
な
ど
、
日
頃
の
学
習
発
表

が
行
わ
れ
、
生
徒
の
頑
張
り
と

成
長
を
感
じ
る
会
と
な
り
ま
し

た
。
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８
月
に

入
り
長
雨

が
続
き
、

９
月
の
稲

刈
り
シ
ー

ズ
ン
に
な
っ

て
も
雨
の

影
響
を
受

け
、
思
う
よ
う
に
秋
の
収
穫
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
耕
地
の

乾
き
も
悪
く
、
柔
ら
か
い
田
ん

ぼ
に
コ
ン
バ
イ
ン
を
入
れ
た
た

め
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
走
っ
た

か
の
よ
う
な
跡
に
な
っ
て
い
る

田
ん
ぼ
を
何
件
も
目
に
し
ま
し

た
。10

月
の
始
め
、
私
た
ち
の
隣

家
で
も
最
後
の
稲
刈
り
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

10
月
に
入
り
、
コ
ロ
ナ
も
減

少
し
、
少
し
ず
つ
で
す
が
各
地

で
行
事
も
行
わ
れ
て
い
る
様
子

で
す
。

北
部
の
里
も
２
年
間
に
わ
た

り
行
事
が
出
来
ず
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
が
早
め
に
終
息
し
、
地

域
の
皆
様
の
元
気
な
姿
を
見
ら

れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今

一
度
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
気
を
つ

け
な
が
ら
新
し
い
良
い
年
を
迎

え
た
い
も
の
で
す
。松

田

二
郎

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
を
し
て
、
悠
久
の
歴

史
の
中
で
培
っ
て
き
た
こ
れ

ま
で
守
り
続
け
た
神
聖
な
る

「
八
幡
神
社
」
の
清
掃
を
、

70
歳
以
上
の
元
気
盛
り
の
方
々

（
愛
老
会
・
会
長
梶
田
正
義

氏
）
で
、
心
を
一
つ
に
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
、
お
互
い
の
ご
縁

の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
「
八
幡
神
社
」
の
清

掃
を
通
じ
て
、
地
域
の
「
お

寺
」
「
神
社
」
は
、
祭
祀
を

行
う
至
宝
で
あ
り
地
域
を
巻

き
込
む
力
と
な
り
、
人
々
を

動
か
す
原
動
力
に
な
る
場
所

で
あ
る
と
、
痛
切
に
感
じ
ま

し
た
。

高
畑

隆
雄



10
月
17
日
（
日
）
文
化
セ
ン

タ
ー
さ
く
ぎ
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

講
習
会
は
、
昨
年
出
さ
れ
た

女
性
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
計

画
し
、
15
名
の
参
加
者
が
刈
り

払
い
機
の
正
し
い
使
用
方
法
や

注
意
点
に
つ
い
て
受
講
し
ま
し

た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
基
本
的
な

使
い
方
や
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方

法
な
ど
を
学
び
、
資
格
の
取
得

に
つ
な
が
る
講
習
会
で
す
。
ぜ

ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程

12
月
10
～
12
日

３
日
間

時
間

午
前
９
時
～

午
後
４
時
25
分

会
場

12
月
10
、
11
日

文
化
セ
ン
タ
ー
さ
く
ぎ

12
月
12
日

作
木
ふ
れ
あ
い
公
園

詳
し
く
は
、
町
民
だ
よ
り
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

「
人
形
劇
団
き
り
り
」
に
よ

る
人
形
劇
の
上
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
27
日
（
土
）

13
時
30
分
～
14
時
30
分

会
場

文
化
セ
ン
タ
ー
さ
く
ぎ

１
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

詳
し
く
は
町
民
だ
よ
り
の
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

令
和
４
年
１
月
15
日
（
土
）

か
ら
１
月
30
日
（
日
）
ま
で
の

期
間
「
作
木
町
書
道
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご

出
品
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
合
せ

（
一
社
）
作
木
町
自
治
連
合
会

５
５
‐
２
１
１
５

文
化
セ
ン
タ
ー
さ
く
ぎ
、
作

木
ふ
れ
あ
い
公
園
、
上
地
区
自

治
交
流
セ
ン
タ
ー
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
、
下
地
区
自
治
交
流
セ
ン
タ
ー

め
ん
が
め
、
殿
敷
の
年
末
年
始

の
休
館
は
次
の
期
間
と
な
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
日

令
和
３
年
12
月
29
日
か
ら

令
和
４
年
１
月
３
日
ま
で

災
害
時
に
各
自
の
命
を
守
る

た
め
に
、
日
頃
か
ら
防
災
に
つ

い
て
考
え
、
社
会
の
様
々
な
場

で
防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
知

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
近
年
、
防
災
士
の
取

り
組
み
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り

三
次
市
で
は
、
104
名
の
防
災
士

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
木
町
に
お
い
て
は
、
５
名

の
防
災
士
が
い
ま
す
。
防
災
士

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
対
策

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

地
域
の
防
災
活
動
に
つ
い
て
、

防
災
士
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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演
目
『
て
ぶ
く
ろ
』

子
ど
も
達
の
大
好
き
な
動

物
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
お

話
で
す
。
寒
い
冬
の
森
の
中
、

お
じ
い
さ
ん
が
手
袋
を
片
方

落
と
し
ま
し
た
。
そ
の
手
袋

を
最
初
に
見
つ
け
た
の
は
小

さ
な
ネ
ズ
ミ
で
し
た
。
彼
が

そ
の
中
で
あ
た
た
ま
っ
て
い

る
と
…
次
々
と
新
し
い
仲
間

が
や
っ
て
き
ま
す
。
手
袋
は

一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
？

小学生防災学習の様子



10
月
17
日
（
日
）
上
地
区
自

治
交
流
セ
ン
タ
ー
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
で
、
峠
下
区
の
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
講

師
に
湧
田
勝
則
さ
ん
（
大
山
）

を
招
い
て
、
防
災
に
関
す
る
こ

と
、
峠
下
区
の
土
砂
災
害
危
険

区
域
と
避
難
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
常

備
し
て
い
る
防
災
用
品
の
保
管

場
所
や
種
類
に
つ
い
て
も
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
扱
い
の
難
し

い
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
エ
ア
ー

ベ
ッ
ド
な
ど
は
実
際
に
組
み
立

て
て
設
置
の
仕
方
を
訓
練
さ
れ

ま
し
た
。

11
月
１
日
、
作
木
小
学
校
へ

備
北
消
防
署
作
木
出
張
所
の
協

力
で
見
学
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
１
・
２
年
生
が
、
熱
心
に

説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
消

防
の
は
し
ご
を
伸
ば
す
場
面
で

は
「
す
ご
い
」
の
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

署
員
か
ら
、
火
事
の
時
・
急

病
の
時
の
電
話
番
号
の
質
問
が

あ
り
、
児
童
た
ち
は
正
確
に
答

え
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

消
防
署
１
１
９
番

救
急
車
１
１
９
番

「
必
要
な
と
き
に
電
話
し
て
ね
。
」

と
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
児

童
は
消
防
車

を
写
生
し
、

学
習
を
終
わ

り
ま
し
た
。
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「秋の全国火災予防運動が
実施されます。」

１１月９日から１５日までの間、秋の全国火災

予防運動が実施されます。冬にかけて空気が乾燥

し、火災が発生しやすい季節になります。特に暖

房器具の間違った使い方や不注意が原因による火

災が多く発生しています。

火の取り扱いには十分注意し

火災予防に努めてください。

作木町出動状況

令和３年

９月火災０件・救急８件

１０月火災０件・救急６件

◎火災と救急・救助は１１９番

三次消防署作木出張所 TEL 55-3109

作木町の令和３年度交通安全優良運転受賞者のご

紹介をします。

全日本交通安全協会長

交通安全栄誉賞緑十字銅賞 優良運転者

大平 完二さん（下作木）

広島県警察本部長・県交通安全協会長連盟

優良運転40年以上

大平 完二さん（下作木）

宮﨑 宥 さん（香淀）

作木町では交通死亡事故「ゼロ」継続３０００日

達成を目指しています。

（１１月９日現在２９２５日）


